
●新たな門出を祝って（成人式）
●足寄中学校新校舎が完成
●町長とのふれあい懇談会
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新たな門出を祝って
平成25年足寄町成人式が１月13日に町民センターで行われました。

華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人67人が出席し、
晴れやかな20歳の門出を祝いました。

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
、

須
川
祐
希
さ

ん

と
青
木
菜
々
子
さ

ん

が

町
民
憲
章
を
先
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
七

田
悠
大
さ

ん

が
「
今
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

こ
足
寄
町
か
ら
羽
ば
た
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を

重
ね
成
長
し
て
い
く
姿
を
、
ど
う

か
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
安
久
津
勝
彦
町
長
か

ら
鑓
水
翔
悟
さ
ん

と
青
砥
佐
智
さ
ん

に

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　

式
典
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

祝
賀
会
に
は
、
中
学
・
高
校
時
代

の
恩
師
４
人
も
駆
け
付
け
、
鈴
木

謙
太
さ
ん

と
永
田
祐
輔
さ
ん

の
司
会
の

下
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
旧
友
と
学
生
時
代
の

話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
写
真
を

撮
り
合
っ
た
り
す
る
な
ど
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
な
が
ら
、
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　仕事は

大変だけ

れど、や

りがいも

多く楽し

い。これ

からは先

輩を見習い、責任を持っ

て仕事をしたい。早く結

婚もしたいな！

髙田友里絵さ
ん

　一生勉 

強すると 

心に決め 

ている。 

働いてか 

らも、こ 

のことを

忘れず、しっかりした大

人になれるよう頑張って

いきたい。

西東あかねさ
ん

　20歳に

なったの

で、自分

で責任の

取れる行

動を心掛

ける。今

は大学で勉強中。社会に

出て経験を積み、将来起

業するのが夢。

塩谷　知生さ
ん

　責任や

結果を求

められる

ようにな

るので、

大人とし

てしっか

りやっていく。仕事では

先輩に頼りっぱなしなの

で、成長していきたい。

佐々木貴人さ
ん

　世の中

に貢献で

きる大人

になる。

今は働き

ながら歯

科衛生士

の勉強をしています。将

来は少子化に少しでも歯

止めを掛けたい。

髙岡　杏奈さ
ん

　社会や

経済につ

いて自分

から積極

的に学ぼ

うと思う。

看護を勉

強しているので、将来は

看護師になって学んだこ

とを生かしたい。

宮口　麻衣さ
ん

　これか

らは自分

の意思を

しっかり

持ち、決

断できる

ような大

人になる。仕事にもだい

ぶん慣れてきたので、今

年は貯金に励みたい。

大塚　志織さ
ん

　老けて

見られる

ことが多

いので、

心も体も

若くなり

たい。ま

だまだ自分は子どもなの

で、これから一歩一歩全

力で成長するぞ！

田中　立也さ
ん

20歳の決意
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校舎落成記念式典での全校生徒合唱

足寄中学校
新たな校舎で新学期スタート！

足
寄
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
足
寄
中
学
校
校
舎
が
、
昨
年
12
月
28
日

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
学
期
が
始
ま
っ
た
１
月
15
日
か
ら
、
生

徒
た
ち
は
新
し
く
な
っ
た
校
舎
に
元
気
良
く

登
校
し
て
い
ま
す
。

木
造
校
舎
と
し
て
は
道
内
最
大
規
模
�

　

２
階
建
て
の
木
造
校
舎
で
は
道
内
最
大
規

模
と
な
る
新
校
舎
に
は
、
梁は

り

や
柱
な
ど
の
構

造
材
と
し
て
町
内
産
カ
ラ
マ
ツ
材
が
使
用
さ

れ
、
本
町
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
た

造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
床
や
壁
な
ど
の
内

装
に
も
カ
ラ
マ
ツ
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
校

舎
全
体
が
明
る
く
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
生
徒
が
安
全
・
快
適
に
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
。
電
気

式
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖
房
や
床
暖
房
等
の
設

備
機
器
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
通
常
時
で
の
使
用
は
も
ち
ろ
ん
、

緊
急
時
や
災
害
時
の
予
備
電
源
と
し
て
の
活

用
を
想
定
し
、
校
舎
屋
上
に
は
出
力
20
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る

な
ど
、
次
代
を
担
う
生
徒
た
ち
の
快
適
な
学

習
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
校
舎
の
完
成
を
祝
っ
て

　

１
月
21
日
、
安
久
津
勝
彦
町
長
や
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
足
寄
中
学
校
校
舎
落
成
記
念

式
典
が
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
同
校
の
廣
瀬
正
幸
校
長
が
「『
家

を
造
っ
た
ら
、
次
は
そ
の
中
に
、
質
の
良
い

家
族
を
育
て
よ
』
と
の
言
葉
の
と
お
り
、
教

職
員
一
丸
と
な
り
、
足
中
の
伝
統
を
生
徒
た

ち
の
心
の
中
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
会
長
の
米
川
透
伊
君
（
２
年
）

が
「
先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
て
く
れ
た
『
さ

わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
・
元
気
の
よ
い
返
事
』

『
話
を
し
っ
か
り
聞
く
姿
勢
』『
授
業
に
真

剣
に
向
か
う
』
な
ど
の
〝
足
中
６
つ
の
自
慢
〟

を
引
き
継
ぎ
、
よ
り
良
い
足
寄
中
学
校
の
伝

統
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

最
後
に
生
徒
全
員
で
松
山
千
春
さ
ん

の
「
君

を
忘
れ
な
い
」
を
力
強
く
合
唱
し
、
新
校
舎

の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

《
校
舎
概
要
》

構　
　

造　

木
造
２
階
建
て

延
床
面
積　

２
８
３
４
・
２
０
㎡

工

事

費　

８
億
２
９
３
９
万
５
千
円

普通教室音楽室図書室多目的室２階廊下生徒玄関
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町
民
と
町
長
と
の
直
接
対
話
の
場
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
を

昨
年
10
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
、
町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
、
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、

ま
た
情
報
を
共
有
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
の
主
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る

「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
つ
い
て

進
展
状
況
や
今
後
の
計
画
を
説
明
し
た
後
、

地
域
に
お
け
る
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
で
は
「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
医
療

と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
内
医
療
機
関
の
医

療
と
介
護
の
機
能
分
担
を
図
る
た
め
、
平
成

24
年
４
月
か
ら
我
妻
病
院
の
入
院
病
床
50
床

を
療
養
病
床
に
転
換
し
て
い
た
だ
き
、
介
護

療
養
型
老
人
保
健
施
設
（
新
型
老
健
）
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
の
課
題
は
「
介
護
の
拠
点
施
設
づ
く
り
」

に
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
高

齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族
の

負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
、

今
後
は
次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

役
場
北
側
を
生
活
・
福
祉
拠
点
ゾ
ー
ン
と

位
置
付
け
、
介
護
の
拠
点
施
設
と
な
る
「
小

規
模
多
機
能
施
設
・
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）」「
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
」「
生
活
支
援
長
屋
（
仮
称
）」
の
３
施

設
と
公
営
住
宅
の
建
設
を
予
定
。
な
お
、
３

施
設
の
運
営
は
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

拠
点
ゾ
ー
ン
で
は
、
在
宅
療
養
の
支
援
を

最
重
点
と
し
、
介
護
度
が
高
く
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
自
立
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
医
療
や
介
護
、
予
防
等
の
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
、
有
機
的
か
つ
一

体
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
施
設
建
設
予
定
時
期
】

・
平
成
25
年
度
～
小
規
模
多
機
能
施
設
・
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

・
平
成
26
年
度
～
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
生
活
支
援
長
屋

皆さんの声を行政運営に…

町長とのふれあい懇談会

医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の

連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

連
携
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
意
見
交
換

質
問

：

生
活
・
福
祉
拠
点
ゾ
ー
ン
の
広
さ
は

ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

公
営
住
宅
建
設
予
定
地
も
含
め
、
約
１

５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

建
設
場
所
の
隣
が
消
防
庁
舎
の
た
め
、

昼
夜
問
わ
ず
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
う
る
さ
く
、

ま
た
、
通
院
す
る
に
も
医
療
機
関
が
遠
い
と

思
い
ま
す
。
公
民
館
跡
地
に
建
て
た
方
が
医

療
機
関
も
近
く
、
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。サ

イ
レ
ン
に
つ
い
て
は
考
慮
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
建
設
場
所
と
し
て
公
民
館
跡
地

も
検
討
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
公
営
住
宅
な

ど
も
含
め
検
討
し
た
結
果
、
一
定
の
広
さ
が

必
要
で
あ
り
、
役
場
北
側
が
適
地
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

各
施
設
の
入
居
費
用
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
？

小
規
模
多
機
能
施
設
と
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
介
護
保
険
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
生
活
支
援
長
屋
は
介
護
保
険
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

入
居
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中

で
す
が
、
年
金
暮
ら
し
の
方
が
利
用
で
き
な

い
よ
う
な
高
額
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

質
問

：

町
民
に
と
っ
て
、
負
担
金
額
や
利
用

条
件
等
い
ろ
い
ろ
心
配
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

役
場
に
行
っ
て
も
、
何
か
ら
相
談
し
て
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
の
が
実
情
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
連
携
シ
ス
テ
ム
が
上
手
く
機
能
す

る
た
め
に
は
、
施
設
を
造
る
だ
け
で
は
な
く
、

相
談
を
受
け
る
体
制
を
ど
れ
だ
け
充
実
で
き

る
か
に
懸
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
不
安
や
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

施
設
運
営
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

担
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
行
っ
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

現
在
、
同
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
集
約
す
る
こ
と
で

効
率
的
な
運
営
が
可
能
に
な
る
の
か
ど
う
か

検
討
中
で
す
。
た
だ
し
「
デ
イ
ホ
ー
ム
ひ
な

た
ぼ
っ
こ
（
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
エ
プ
ロ
ン
）」「
あ

づ
ま
の
里
（
三
意
会
）」
と
は
、
利
用
対
象

者
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

と
競
合
す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

施
設
に
通
う
場
合
の
交
通
手
段
の
確

保
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
？

市
街
地
に
住
む
方
の
交
通
手
段
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
手

法
が
い
い
の
か
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

小規模多機能施設

　通所介護や訪問介護、短期宿泊とい

った複数の介護サービスを、一体的に

提供する小規模施設のこと。登録定員

は25人で、１日当たりの定員は通所で

15人、宿泊で９人。介護サービス利用

料や居住費、食費等の負担が必要。

―――――――――――――――――

地域支え合いセンター（仮称）

　高齢者と地域の方などが日常的に交

流でき、また一般の高齢者を対象とし

た介護予防事業等ができる多目的利用

スペースを持つ施設。

―――――――――――――――――

認知症高齢者グループホーム

　認知症の高齢者の方が、少人数で共

同生活ができる高齢者介護施設のこと。

定員は９人。介護サービス利用料や居

住費、食費等の負担が必要。

―――――――――――――――――

生活支援長屋（仮称）

　在宅生活に困難や不自由を感じてい

る方などが、安心で安全な生活を過ご

せるようサポートする高齢者専用の一

時的居住施設のこと。定員は20人で入

居期間は原則３カ月。入居料のほか、

管理料や光熱水費の負担が必要。

【こんなことを目指しています】

①誰でも利用できる
　保育園児が散歩などの途中で気軽に立ち寄り、高齢者と

触れ合える場として。

②高齢者の生きがいづくりをお手伝い
　高齢者が生きがいや楽しみを感じ、毎日気軽に利用して

もらえるよう、菜園やお茶会など多彩なプログラムや、洗

濯、清掃などの就労的機会を提供します。

③地域で支える
　利用者の話し相手、食事や移動時のお手伝いなど、多く

の人がボランティアとして参加し、地域で支える施設。

生活・福祉拠点施設

建設場所

消防庁舎

役場
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ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
交
換

質
問

：

足
寄
は
「
放
牧
酪
農
の
町
」
宣
言
を

し
て
い
ま
す
。
足
寄
の
子
ど
も
た
ち
が
飲
め

る
よ
う
に
、
放
牧
牛
乳
を
学
校
給
食
で
出
し

て
は
ど
う
で
す
か
？

足
寄
町
を
含
む
道
内
３
町
の
放
牧
牛
乳

は
、
株
式
会
社
明
治
の
旭
川
工
場
で
製
品
化

さ
れ
、
主
に
本
州
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

学
校
給
食
で
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
給
食
費

と
経
費
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
も
含
め
検
討
し

ま
す
。

　

な
お
、
学
校
給
食
で
は
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
安
全
・
安
心
な
食
の
提
供
を
目
指
し
、
他

の
食
材
も
含
め
可
能
な
限
り
地
元
産
、
国
内

産
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

十
勝
の
消
防
広
域
化
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

平
成
28
年
４
月
の
十
勝
圏
の
消
防
広
域

化
を
目
指
し
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
ア
ナ
ロ

グ
方
式
の
消
防
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
令
業
務
が
一
元
化
さ
れ
る
た
め
、

場
所
に
よ
っ
て
は
最
短
距
離
と
な
る
他
町
か

ら
救
急
車
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
今
の
体
制
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

質
問

：

町
国
民
健
康
保
険
病
院
で
透
析
治
療

が
始
ま
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
い
つ
か
ら
で

す
か
？平

成
25
年
６
月
の
開
始
を
目
指
し
、
現

在
透
析
棟
を
建
設
中
で
す
。
ベ
ッ
ド
数
は
15

床
で
、
開
始
当
初
は
月
・
水
・
金
曜
日
の
週

３
回
診
療
し
ま
す
。
透
析
患
者
の
方
は
２
日

に
１
回
の
診
療
が
必
要
な
た
め
、
午
前
と
午

後
合
わ
せ
て
30
人
の
診
療
が
可
能
で
す
が
、

毎
日
行
っ
た
場
合
は
、
最
大
60
人
ま
で
の
受

け
入
れ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
敷
地
内
は

禁
煙
な
の
に
、
玄
関
前
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。

町
国
民
健
康
保
険
病
院
は
禁
煙
外
来
を

開
設
し
て
い
る
た
め
、
敷
地
内
全
面
禁
煙
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
周
知
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

質
問

：

エ
ゾ
シ
カ
や
タ
ヌ
キ
が
増
え
て
、
被

害
が
大
き
い
で
す
。
町
と
し
て
何
か
対
策
は

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

エ
ゾ
シ
カ
は
、
全
道
的
に
も
生
息
数
が

増
え
て
お
り
、
農
林
業
へ
の
被
害
も
甚
大
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
鹿
柵
の
設
置
や
猟
友
会

と
協
力
し
対
策
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
駆
除
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
移
動
式
タ
ワ
ー
か
ら
の
銃

器
に
よ
る
駆
除
な
ど
新
た
な
対
策
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
北
海
道
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ヌ
キ
に
よ
る
被
害
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
が
、
現
在
タ
ヌ
キ
は
有
害
鳥
獣
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
タ
ヌ
キ
の
駆
除
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
北
海
道
に
有
害
鳥
獣
の

指
定
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

質
問

：

螺
湾
橋
と
茂
螺
湾
橋
を
改
修
し
、
乗

用
車
が
通
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

本
年
度
「
足
寄
町
橋
梁

り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕

計
画
」
を
策
定
し
、
町
道
に
架
か
る
全
て
の

橋
を
調
査
し
、
そ
の
う
ち
31
橋
を
平
成
26
年

度
か
ら
10
カ
年
の
計
画
で
、
補
修
ま
た
は
復

元
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

螺
湾
橋
は
、
平
成
32
年
度
に
歩
道
橋
と
し

て
架
け
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

茂
螺
湾
橋
は
、
平
成
33
年
度
に
橋
梁

り
ょ
う

本
体

の
修
繕
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

旧
上
足
寄
小
学
校
の
体
育
館
が
雨
漏

り
し
ま
す
。
ま
た
、
５
年
程
前
に
北
海
道
警

察
か
ら
同
校
を
災
害
時
の
拠
点
施
設
に
し
た

い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

災
害
時
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て
本
別
警

察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
雌
阿
寒
岳
の
対

応
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
、
現
地
対
策
本
部

等
を
開
設
す
る
候
補
地
と
位
置
付
け
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
体
育
館
屋
根
か
ら
の
雨
漏
り

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
２
度
の
修
繕
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
か
ら
40
年
が
経
過
し

屋
根
全
体
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
大
幅
な
改

修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
た

め
、
今
後
も
部
分
的
な
修
繕
で
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

２０１２　あしょろこの一年
サッポロビールと「森林づくりパ

ートナーズ基本協定」を締結

・成人式（８日）

・親子スケート教室（10－11日）

・交通安全祈願祭（13日）

・昔のお正月遊び２０１２（22日）

１月

・ふるさとを考える町民のつどい

（２日）

・足寄町読書感想文コンクール表

彰式（３日）

・防犯かるた大会（10日）

・足寄町消費生活展（25日）

３月

・町長杯争奪パークゴルフオープ

ン大会（13日）

・足寄町自治会連合会総会（24日）

・足寄ふるさと花まつり（27日）

・町民ボランティアの森づくり

　（27日） 

５月

・足寄高等学校観岳祭（７－８日）

・足寄町観光体験ツアー（８日）

・十勝消費者大会（13日）

・めあかん自然塾シンポジウム

　（28日）

・芸能発表会（29日）

７月

野中正造さ
んが道内長寿者男性の部

で第５位

・町民水泳記録会（８日）

・オンネトー物語（23日）

・足寄子供相撲大会（23日）

・子供まつり（29日）

９月

・功労者表彰式、文化賞スポーツ

賞等表彰式（３日）

・足寄町総合開発審議会答申

　（15日）

・足寄町女性のつどい（25日）

・ロビーコンサート（27日）

11月

・全十勝小中学校選抜スピードス

ケート大会（11日） 

・ウッドキャンドルナイト２０１

２（11日）

・町おこしチャリティープロレス

in 足寄（24日）

２月

足寄地域交流物産館・町消費生活

相談所オープン

・メーデー足寄地区集会（27日）

・生涯学習講座「由良真一人物デ

ッサン教室」（28日）

・足寄消防団春季連合演習（29日）

４月

北海道遺産「螺湾ブキ」収穫

・雌阿寒岳安全祈願祭（３日）

・足寄町産駒記念レース（16日）

・食と地域の交流促進セミナー

　（23日）

・道の駅まつり（24日）

６月

・足寄ふるさと盆踊り・両国花火

大会（15日）

・北海道放牧酪農ネットワーク交

流会 in 足寄（23－24日）

・町民ふれあいスポーツ大会

　（26日）

８月

経済産業省の次世代エネルギーパ

ークに認定

全国和牛能力共進会に２頭が出場

・町民マラソン大会（８日）

・町民芸術祭（28日）

・防災総合訓練（31日）

10月

・第46回衆議院議員総選挙

　（16日）

・上足寄クリスマスコンサート

　（16日）

・歳末防犯一斉パトロール（18日）

12月
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　足寄ジュニアブラスバンドの団員21人が町

教育委員会を訪れ、藤代和昭教育長に第29回

全道小学校スクールバンドフェスティバルへ

の出場を報告しました。団長の松寿めぐみさ
ん

（足寄小６年）が「日ごろの練習の成果を発

揮し、足寄らしい楽しい演奏をしたいです」

と出場に当たっての抱負を述べました。

12.27 心を一つにして

12.16 上足寄クリスマスコンサート

12.15 プレゼントに大喜び

　第43回北海道中学校スケート・アイスホッ

ケー大会（平成25年１月11日～13日、帯広市）

に出場する足寄中学校（廣瀬正幸校長）スケ

ート部の部員８人が町教育委員会を訪れまし

た。部員たちは、それぞれ大会に向けた抱負

を力強く述べた後、藤代和昭教育長から激励

を受けました。

12.21 健闘を誓う

12.25 苦手教科を克服
　チャレンジさんすうクラブ（町教育委員会

主催、全７回）が町民センターで開催され、

小学生30人が参加。これは、算数を中心に苦

手教科の克服を目的として冬休み期間中に開

催されたもので、参加者は講師の町生涯学習

推進アドバイザーや大学生ボランティアに教

わりながら、真剣に取り組んでいました。

　「心にひびけふる里の音」をテーマに第20

回上足寄クリスマスコンサート（生涯学習館

上足寄分館主催）が旧上足寄小学校体育館で

開かれ、約１１０人が訪れました。十勝管内

を拠点に活動しているバンド「アンティーク

ス」が出演し、クリスマスソングやポップス

を演奏し、会場を沸かせました。

12.17 社会教育の振興に貢献

12.18 防犯を呼び掛ける
　足寄町防犯協会（五十嵐健二会長）主催の

歳末防犯一斉パトロールが行われ、安久津勝

彦町長や足寄町交通安全指導員など関係者約

40人が参加しました。出発式では五十嵐会長

が「このパトロールが犯罪の抑止につながれ

ば」とあいさつ。その後、参加者は市街地区

を巡回し、商店などに防犯啓発グッズを配布

しながら年末年始の防犯を呼び掛けました。

12.21 道路の安全を確保
　足寄建設業協会（齋藤健司会長）が町から

の要請を受け、町道の排雪作業を行いました。

これは「災害対策業務に関する協定」に基づ

くもので、町は12月に入ってからの記録的な

大雪を「雪害」と判断。要請を受けた同協会

の建設業者が、道路脇にできた雪の山を取り

除きました。

　多年にわたり本町の社会教育委員を務めら

れた畠正市さ
ん（上足寄）が北海道永年勤続功

労社会教育委員表彰を受賞されました。畠さ
ん

は、平成７年から16年間にわたり地域の教育

活動に対し熱心に活動されたほか、本町の生

涯学習推進計画の策定に３度携わるなど、本

町教育の推進に貢献されました。

　町内２カ所の児童館によるクリスマス会が

中央児童館で行われ、67人の小学生が集まり

ました。子どもたちはキャンドル作りやくじ

引きなどのコーナーを回り、楽しい時間を過

ごしました。また、最後にサンタクロースか

らプレゼントが手渡されると、子どもたちは

笑顔を見せていました。
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１.10 掛け声に合わせ、力強く

１.８ 上手に滑れるように

　足寄保育園どんぐり（寺田幸子園長）で餅

つきが行われました。初めにお手伝いとして

訪れた保護者や斉藤井出建設株式会社の社員

が、園児たちの「よいしょ」の掛け声に合わ

せて、お手本に餅つきを披露しました。その

後、年長クラスの子どもたちが順番に力強く

餅をつきました。

１.11 元気よく書き上げる

１.11 １年間の無事故を祈願
　足寄町交通安全協会（斉須元長会長）が足

寄神社で交通安全祈願祭を行い、同協会会員

や本別警察署員など関係者約40人が参列しま

した。参列者が玉串を奉てんした後、斉須会

長が「交通事故防止の機運を盛り上げ、交通

事故撲滅に向け町民一丸となって推進する」

と決意表明をしました。

　書き初め大会（町教育委員会主催）が町民

センターで行われ、小学生から一般まで35人

が参加。講師から「紙からはみ出してもいい

という気持ちで、大きく元気よく」「線の向

きや長さに気を付けて」などとアドバイスを

受け、参加者は「さくら」「思いやり」など

それぞれの題字を丁寧に書き上げました。

　小学１年生から３年生までを対象とした親

子スケート教室（町教育委員会主催、全２回）

が里見が丘スケートリンクで開催され、60人

が参加。子どもたちはレベル別に分かれ、講

師から体重のかけ方など上手に滑るコツを教

わりました。参加者からは「スケートが上手

くなって楽しい」との声が聞かれました。

寒
い
冬
こ
そ
工
夫
し
て
運
動
を
！

　

今
の
季
節
は
寒
い
た
め
家
の
中
に
い
る
こ

と
が
多
く
、
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
自
分
に
合
っ
た
無
理
の
な
い
運
動
を
小

ま
め
に
行
い
、
寒
さ
の
厳
し
い
こ
の
冬
も
暖

か
く
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
不
足
に
な
る
と
、
筋
肉
量
が
減
り
脂

肪
が
燃
焼
さ
れ
に
く
く
な
る
こ
と
で
肥
満
に

つ
な
が
っ
た
り
、
血
流
が
悪
く
な
る
こ
と
で

老
廃
物
も
蓄
積
し
便
秘
や
肌
荒
れ
を
引
き
起

こ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

運
動
不
足
チ
ェ
ッ
ク
！

□
外
出
先
で
は
階
段
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
よ
く
使
う

□
近
い
場
所
へ
の
移
動
も
車
を
使
う

□
休
日
は
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
こ

と
が
多
い

□
体
を
動
か
す
の
が
面
倒

□
よ
く
座
っ
て
い
る
場
所
の
近
く
に
日

用
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る

□
階
段
で
２
階
ま
で
上
る
と
疲
れ
る

　
多
く
当
て
は
ま
っ
た
人
は
運
動
不
足

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

や
っ
て
み
よ
う
！
室
内
で
の
運
動

～
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
て
、
家
の
中
で
も
運
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
し
っ
か
り
運
動
派
の
方
》

●
居
間
で
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
布
団
で
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

《
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
方
～
家
事
を
し

な
が
ら
積
極
的
に
動
き
ま
し
ょ
う
！
》

●
お
風
呂
掃
除
で
有
酸
素
運
動

●
窓
拭
き
で
二
の
腕
引
き
締
め

　

高
い
所
ま
で
腕
を
伸
ば
し
て
窓
拭
き
を

す
る
と
、
血
行
が
促
進
し
肩
こ
り
解
消
に

も
な
り
ま
す
。

　

片
方
の
膝
を
立

て
、
反
対
の
足
を

少
し
浮
か
せ
、
３

秒
間
姿
勢
を
保
ち 

ま
す
。

　

両
膝
を
立
て
、

こ
ぶ
し
１
個
分
離

し
て
お
尻
を
浮
か

せ
、
３
秒
間
姿
勢

を
保
ち
ま
す
。

　

腕
を
大
き
く
動
か
し

て
、
お
風
呂
を
掃
除
し

ま
し
ょ
う
。

　

早
歩
き
と

同
じ
程
度
の

強
さ
の
運
動

に
な
り
ま
す
。

冬
な
ら
で
は
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

●
雪
か
き

　

こ
の
冬
は
例
年
以
上
の
雪
の
多
さ
�
そ
の

大
雪
を
利
用
し
て
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し

ょ
う
。

　

ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
雪
か
き
は
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
相
当
の
運
動
の
強
さ
で
す
。

　

お
腹
に
力
を
入
れ
な
が
ら
太
も
も
の
筋
肉

を
使
う
よ
う
に
し
て
、
雪
を
持
ち
上
げ
ず
少

量
ず
つ
押
す
よ
う
に
運
び
ま
し
ょ
う
。
腰
痛

な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
雪
を
す
く
う

時
に
は
ス
コ
ッ
プ
を
体
に
近
づ
け
て
膝
を
使

っ
て
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
施
設
を
活
用
し
よ
う

　

総
合
体
育
館
や
温
水
プ
ー
ル
で
は
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
に
運
動
が
で
き
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
活
用
の
他
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
や
卓

球
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

個
人
は
も
ち
ろ
ん
仲
間
と
楽
し
く
運
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
使
い
方
や

各
種
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
総
合
体
育
館

に
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当
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煌き
ら

め
き
の
白
い
地
を
這
う
初
日
影	

坂
本
　
夢
乃

ほ
の
ほ
の
と
稜
線
そ
め
る
初
茜

あ
か
ね	

上
谷
喜
美
子

初
詣
お
み
く
じ
束
ね
も
み
の
木
に	

松
野
さ
わ
子

初
詣
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
果
て
し
跡	

湯
浅
　
保
子

ま
っ
さ
ら
な
卓
布
が
ま
ぶ
し
お
元
日	

小
山
　
博
子

石
段
の
交
わ
す
会
釈
の
初
詣	

吉
田

　
哲
子

わ
か
ち
合
う
竹
の
香
り
の
ど
ん
ど
餅	

小
山
田
富
美
子

恙
つ
つ
が

な
く
八
十
路
の
夫つ

ま

の
注し

連め

飾
る	

山
岸

　
清
子

吾
が
余
生
生
き
抜
く
力
去こ

年ぞ

今
年	

小
川
ト
ミ
子

色
あ
ふ
れ
成
人
の
子
の
長
ま
つ
げ	

中
田
　
京
子

初
日
の
出
総そ

う

身み

に
あ
び
て
恙

つ
つ
が

な
く	

高
橋
と
し
子

雌
阿
寒
岳
の
影
く
っ
き
り
と
初
御
空	

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

消費生活Ｑ＆Ａ

石井布美子消費生活専門相談員

第
３
回

おしえて、石井ちゃん！

　

今
月
は
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

悪
質
商
法
「
劇
場
型
投
資
勧
誘
」
に
つ
い
て
、

そ
の
手
口
と
対
処
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

✿
劇
場
型
投
資
勧
誘
っ
て
？

　

ま
ず
は
実
際
に
あ
っ
た
被
害
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
見
知
ら
ぬ

Ｂ
社
か
ら
「
Ｃ
社
の
未
公
開
株
を
買
わ
な
い

か
。
Ｃ
社
は
有
望
な
会
社
で
上
場
間
近
。
詳

細
に
つ
い
て
は
資
料
を
送
る
の
で
一
度
検
討

し
て
ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
興
味
が

な
か
っ
た
の
で
断
っ
た
が
、
数
日
後
に
資
料

が
届
い
た
。

　

後
日
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
Ｄ
社
か
ら
電
話

が
来
て
「
Ｃ
社
の
資
料
を
持
っ
て
い
る
か
。

選
ば
れ
た
人
に
し
か
送
ら
れ
な
い
も
の
で
、

そ
の
資
料
を
持
っ
て
い
る
人
し
か
Ｃ
社
の
株

を
買
え
な
い
。
当
社
に
代
わ
っ
て
Ｃ
社
の
未

公
開
株
を
３
０
０
万
円
分
購
入
し
て
ほ
し
い
。 

値
上
が
り
確
実
な
の
で
、
当
社
が
４
５
０
万

円
で
買
い
取
ら
せ
て
も
ら
う
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｅ
社
か
ら
も
電
話
が
来
て
「
Ｃ
社

の
株
を
持
っ
て
い
た
ら
高
く
買
い
取
る
の
で

売
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
複
数
の
会
社
が
欲
し
が
っ
て

い
て
、
し
か
も
高
値
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え

る
な
ら
、
こ
ん
な
お
い
し
い
話
は
な
い
と
思

い
、
Ｃ
社
の
株
を
３
０
０
万
円
分
購
入
し
た
。

Ｃ
社
の
株
券
が
届
い
た
の
で
、
早
速
Ｄ
社
に

連
絡
し
よ
う
と
電
話
し
た
が
つ
な
が
ら
ず
、

Ｅ
社
に
電
話
し
て
み
る
と
「
あ
な
た
の
お
掛

け
に
な
っ
た
電
話
番
号
は
現
在
使
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
…
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、

そ
こ
で
や
っ
と
自
分
が
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に

気
付
い
た
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

こ
の
よ
う
に
「
高
値
で
買
い
取
る
」
な
ど

と
う
ま
い
話
を
持
ち
か
け
て
消
費
者
の
心
理

を
突
き
、
ま
る
で
劇
の
よ
う
に
次
々
と
複
数

の
会
社
（
人
物
）
を
登
場
さ
せ
て
購
入
を
あ

お
り
被
害
を
発
生
さ
せ
る
の
が
「
劇
場
型
投

資
勧
誘
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

未
公
開
株
の
ほ
か
、
社
債
、
仏
像
、
温
泉

付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
権
、
医
療
機

関
債
、
外
国
通
貨
な
ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

✿
被
害
額
は
取
り
戻
せ
る
？

　

こ
の
よ
う
な
手
口
で
実
際
に
買
い
取
ら
れ

た
事
例
は
１
件
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
契

約
後
に
事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ

と
が
多
く
、
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
し
ま
う
と

取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
手
口
と
し
て
「
被
害
金
を

取
り
戻
せ
る
」「
過
去
に
購
入
し
た
株
を
買

い
取
っ
て
被
害
を
回
復
し
て
あ
げ
る
」
な
ど

と
持
ち
掛
け
、
そ
の
条
件
と
し
て
手
数
料
や

解
決
金
、
別
の
未
公
開
株
の
購
入
を
求
め
る

「
２
次
被
害
」
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

「
少
し
で
も
被
害
を
取
り
戻
せ
る
な
ら
…
」

と
い
う
被
害
者
の
心
理
を
利
用
し
た
悪
質
な

手
口
で
す
。

✿
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

う
ま
い
話
は
安
易
に
信
じ
な
い
こ
と
で
す
。

も
う
か
る
話
を
見
知
ら
ぬ
赤
の
他
人
に
教
え

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
は
言
葉
巧
み

に
執
拗
に
勧
誘
し
て
き
ま
す
が
「
興
味
あ
り

ま
せ
ん
」「
買
い
ま
せ
ん
」
な
ど
と
き
っ
ぱ

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
は
、
高
齢
者
を
中
心
に

増
え
て
い
ま
す
。
万
一
、
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
て
も
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
家
族
や
警
察
、

消
費
生
活
相
談
所
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石
井
ち
ゃ
ん

が
行
っ
た
！

　

昨
年
12
月
11
日
に
足
寄
中
学
校
（
廣
瀬
正

幸
校
長
）
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
、
消
費
者
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
布
美
子
町
消
費
生
活
専
門
相
談
員
が「
出

会
い
系
サ
イ
ト
」
や
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
」

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ク
イ
ズ
を
交
え
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し
た
。

　

石
井
相
談
員
は
「
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
す
る
と
き
に
は
、
写
真
や
名
前
、
住
所
な

ど
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
を
載
せ
な
い
こ

と
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
詐
欺
や
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
早

め
に
親
や
先
生
、
消
費
生
活
相
談
所
に
相
談

し
て
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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生活困難世帯の方に

灯油購入資金を助成しています

　町では、灯油価格が高騰しているため、高齢者世帯やひとり親世帯などの生活困難世帯に対し、灯油

購入資金を助成しています。申請は、２月28日㈭までです。

【助 成 対 象】

　次の１～３の全てを満たしている世帯。ただし、生活保護世帯および世帯全員が社会福祉施設等に

入所している世帯は除きます。

１．住居要件　平成25年１月１日現在、足寄町に居住する方

２．収入要件　住民税非課税世帯で、世帯の年間収入が次に該当する方

　　　　　　　※１人増えるごとに、40万円が加算されます。

３．世帯要件　次の①～③のいずれかに該当する世帯

　　　　　　　①65歳以上の単独世帯および高齢者のみの世帯

　　　　　　　②世帯主が身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ち

の世帯

　　　　　　　③18歳以下の児童を養育しているひとり親世帯

【助 成 額】　 １０，０００円（足寄町商工会商品券での支給となります。）

【申請受付期限】　 ２月28日㈭
【申 請 方 法】　 要件に該当し助成を希望される方は、印鑑と年金等の収入を証する書類（振込通知

書等）を持参し、役場福祉課福祉室福祉担当へ申請してください。

詳　　　　細　役場福祉課保健福祉室福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４

世帯人数 世帯年間収入
１人 　８０万円以下
２人 １２０万円以下
３人 １６０万円以下
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募　　集

お知らせ

町補助職員登録のご案内

確定申告のお知らせ

所得税の確定申告相談

　町では、町補助職員を随時募集

し登録を行っています。臨時の業

務および緊急を要する業務などが

発生した場合、登録者の中から選

考し、臨時的に雇用します。

業務の種類

①一般行政事務

②給食業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム・子どもセ

ンター・給食センター）

③介護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

④看護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

⑤保育士業務（子どもセンター）

⑥自動車運転業務（建設課車両室）

⑦道路維持業務（建設課車両室）

⑧学校公務補業務（教育委員会）

⑨特別支援教育・学習支援員（教

育委員会）

応募方法

　履歴書（写真添付）を持参の上、

役場総務課総務室職員担当までご

本人がお越しください。簡単な面

接を行います。資格を有する方は

資格を証明するものの写しを履歴

書に添付してください。

詳　　細

 役場総務課総務室職員担当

 ☎２５－２１４１内線３２３

　平成24年分所得税の確定申告の相談および申告書の受け付けは２月18

日㈪から３月15日㈮までです。

　自分で確定申告書を作成する場合は国税庁ホームページの「確定申告

書等作成コーナー」で前年の申告書の控えや確定申告の手引きなどを参

考にして、作成することができます。作成した申告書は郵送等により提

出できます。

　役場や税務署の申告相談会場にお越しの際には「前年の申告書の控え」

と確定申告に必要な書類（給与・年金の源泉徴収票、国民年金保険料の

控除証明書など）、印鑑をご持参ください。

国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp
詳　　細 役場住民課税務室課税担当　☎２５－２１４１内線２３２

　平成24年分の所得税の確定申告相談および消費税、譲渡所得の申告相

談を実施します。

日　　時　２月21日㈭
　　　　　午前10時－午後４時（正午から午後１時までは除く）

場　　所　役場会議室１

詳　　細 十勝池田税務署　☎０１５－５７２－２１７１

足寄百年史
（上・下巻、資料編）

発売中

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで

予備自衛官補募集

敬老祝金（商品券）の有効期限が満了します

自衛隊帯広地方協力本部ホームページアドレス

 http://www.mod.go.jp/pco/obihiro
詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 募集資格 受付期間 試 験 日

予備自衛官補
平成25年7月1日現在

18歳以上34歳未満の者
４月４日まで

４月13-16日
（いずれか１日）

「かんたん証明書請求」を
ご利用ください

統合失調症患者を支える
家族の講演会

　法務局では不動産や会社の登記

事項証明書についてインターネッ

トによる申請を受け付けています。

　自宅やオフィス等のパソコンか

ら簡単・便利に証明書の請求がで

き、料金も郵送受領を希望する場

合、１通５７０円（郵送料は不要）

と安くなっています。料金はお近

くのゆうちょ銀行のＡＴＭで納付

することができますので、ぜひ「か

んたん証明書請求」によるオンラ

イン申請をご利用ください。

法務省ホームページアドレス

http://www.touki-kyoutaku-net. 
moj.go.jp/
詳　細 釧路地方法務局帯広支局

 ☎０１５５－２４－５８３７

　統合失調症患者の家族が疾病や

治療、家族の対応についての理解

を深めるための講演会を開催しま

す。

日　時　２月25日㈪
　　　　午後１時30分－３時30分

場　所　帯広市保健福祉センター

テーマ

　家族が統合失調症になった時

講　師

　大江徹医師（大江病院理事長）

対　象　40歳未満の統合失調症患

者のご家族（患者本人は不可）

定　員　50人

受講料　無料

申込先・詳細 帯広保健所 

 ☎０１５５－２６－９０８４

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

文化・スポーツ振興基金へ

・足寄信友会（石川勲会長）

から ２万円

・足寄ロータリークラブ（家

常尚詞会長）から ２万円

町立特別養護老人ホームへ

・㈳十勝地区トラック協会青

年部会から 車いす１台

　町文化協会に加盟している舞踊団体の皆さん

が一堂に会し、日ごろの練習成果を披露します。

日舞、剣舞のほかに、子どものバレエやフラダ

ンスも加わり、華やかな舞台となります。皆さ

んのご来場をお待ちしています。

日　　時　２月24日㈰　午後１時開演

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出演団体

　藤舞会、神刀流本別支部、なかよし会、勇足

のぎく会、本別バレエ研究所、ハワイアンフラ

ステラ、よもぎ会、ハワイアンフラパープルズ

詳　　細　本別町中央公民館内文化振興担当

 ☎２２－５１１１

自然を満喫しよう
第19回歩くスキーの集い

第36回舞踊祭

　暖かい春の日差しを受けながら、日産自動車

テストコースを歩くスキーで楽しんでみません

か。

日　　時　３月10日㈰　午前９時30分から

場　　所　日産自動車㈱北海道陸別試験場

定　　員　１００人

参 加 料　１人１,０００円

申込期限　３月１日㈮

詳　　細　陸別町教育委員会

 ☎２７－２１２３

　平成24年９月に77歳、88歳、99歳の方にお渡しした敬老祝金（商品券）

の有効期限が迫っていますので、期限内にご使用ください。期限を過ぎ

た商品券は使用できませんので、あらかじめご了承願います。

有効期限　平成25年３月17日㈰
詳　　細 役場福祉課地域包括支援センター担当　☎２５－９２００



編集後記編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

広報あしょろ２月号　№７１８
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆時が過ぎるのは早いもので、２月が

やってきました。今年は寒さが厳し

い冬となりました。

☆最近、テレビなどでインフルエンザ

の予防法についての放送をよく目に

します。皆さんはインフルエンザウ

イルスに感染したり、風邪をひいた

りしていませんか？

☆外出先から帰ったらまず、手洗い・

うがいを心掛けたり、部屋の湿度に

気を付けたりして風邪やウイルスの

感染を予防しましょう。

☆平成24年12月末の住民基本台帳

　人口等をお知らせします。

　　人　口　　７,５５５ 人

　　　男　　　３,６５２ 人

　　　女　　　３,９０３ 人

　　世　帯　　３,５７５世帯

鈴木　　慎
しん

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年３月６日生まれ）

　車のおもちゃが大好きな慎。

けんかをすることもあるけれど、

お兄ちゃんと仲良く笑って遊ん

でいます。これからも元気で明

るい子に育ってね。

� 真伍・遥さ
んの子

� （北３条１丁目）
尾野　心

こ は る

温ち
  ゃ
   ん

� （平成23年３月30日生まれ）

　保育園ではいとこと毎日バト

ルして、家では姉２人を追い掛

けて泣かされるどころか泣かし

ています。これからも明るくニ

コニコ元気な子に育ってね。

� 能広・由美子さ
んの子

� （北３条１丁目）

池内　永
と

聖
き

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年３月３日生まれ）

　お兄ちゃんとくまのプーさん

が大好き。いつもお兄ちゃんの

まねをして笑わせてくれます。

これからも兄弟仲良く、元気に

育ってね。

� 勇士・美穂さ
んの子

� （南３条４丁目）

今月の表紙

　１月13日に行われた「成人式」でのスナッ

プです。

 （⇒２－３ページ）　

ひとのうごき
１月末の住民基本台帳

人　口　　７，５４３　人　（－12)

　男　　　３，６４３　人　（－９)

　女　　　３，９００　人　（－３)

世　帯　　３，５７７世帯（＋２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


